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■ 指定緊急避難場所
 
 

【指定緊急避難場所のイメージ】
 ・対象とする災害に対し、
安全な構造である堅牢な建築物
・対象とする災害の危険が
及ばない学校のグラウンド等

■ 指定避難所

【指定避難所のイメージ】
・学校・体育館等の施設
・公共施設等

施設名 所在地 電話番号
（0942）

対象となる災害の種類
洪水 土砂災害 地震

基山町民会館 宮浦 666 92-1211 ○ ○ ○

②　基山町総合体育館（武道場を含む） 宮浦 666 92-2822 ○ ○ ○

基山町保健センター
（福祉避難所） 宮浦 666 92-2045 ○ ○ ○

基山中学校 宮浦 941 92-2203 ○ ○ ○
基山小学校 宮浦 41 92-2431 ○ ○ ○
若基小学校 けやき台 2-2 92-0410 ○ ○ ○
基山町多世代交流センター憩の家
（福祉避難所） 宮浦 1026-1 92-8295 ○ ○ ○

施設名 所在地 電話番号
対象となる災害の種類
洪水 土砂災害 地震

2 区公民館 園部 2339-1 なし × ○ ○
7区公民館 長野 570-8 なし × ○ ○

町では、台風・地震等の災害が発生した場合、又は発生の恐れがあると判断した場合、高齢者等避難や避難指示等を発令し、
安全な場所への避難を呼びかけます。この際、多数の避難者が予想されるため、次の施設を避難所として指定しています。

自主避難所の開設については町のホームページやSNS等で確認して個人または家族単位で避難をしましょう。
①基山町民会館については、自主避難場所としても指定されています。

※避難所の開設状況については、エリアメール　町のホームページ等でご案内いたします。

①

③

④
⑤
⑥

⑦

基山っ子みらい館
（福祉避難所） 宮浦 759-1 92-2305 ○ ○ ○⑧

基山町合宿所
（福祉避難所） 宮浦 695-6 85-9512 ○ ○ ○⑨

⑩
⑪

災害の危険から命を守るために緊急的に避難する場所。
土砂災害、洪水、津波、地震等の災害種別ごとに指定が
行われる。

災害が発生した場合に避難をしてきた被災者が
一定期間生活するための施設。
災害種別に限らず指定が行われる。
※災害種別を想定している場合もある

指定緊急避難場所

指定避難所
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●夜間や急激な降雨で避難経路上の危険箇所がわかりにくい。
●ひざ上まで浸水している。（50cm以上）
●浸水は20cm程度だが、水の流れる速度が速い。
●浸水は10cm程度だが、用水路などの位置が不明で転落のおそれがある。

●土砂災害の危険がある地域に住んでいる。
●河川のはん濫により、浸水の危険がある地域に住んでいる。
●子どもや高齢者など家族に要配慮者がいる。

災害が迫ったとき、置かれた状況は一人ひとり違います。自ら考え、「自分の命は
自分で守る」という意識を持って行動しましょう。

気象情報や町の避難情報に注意し、早めの避難を心がけてください。

危険な状況の中での避難は出来るだけ避け、安全の確保を第一に考えます。危険が切迫している場合は、
命を守る最低限の行動が必要な場合もあります。

屋外での移動は危険です。自宅や近隣建物の2階以上へ（土砂災害の場合は、斜面
から離れた部屋など）緊急的に一時避難し、救助を待つことも検討してください。

非常持ち出し品はリュックサックにまとめ、
身軽に行動できるよう持ち出し品は最小
限にしましょう。

非常持ち出し品は最小限に！

特に高齢者や子どもは、事前にメモを用意
し、身に着けて避難しましょう。

家族の住所、氏名、連絡先などを
記載した防災メモを持とう！

1 5

外出中の家族に「どこどこへ避難する」
といったような連絡メモを残しておくと
良いでしょう。

外出中の家族には連絡メモを残そう！
水や食料、常備薬、防寒対策グッズなど
のほか、感染症対策に体温計やアルコー
ル消毒液などを持っていきましょう。

避難所に避難するときは
2 6

親類や知人などに避難することを
連絡しておきましょう。

避難先について
車での避難は緊急車両の通行の妨げに
なり、交通渋滞を招きます。車中泊避難な
どの場合を除き徒歩で避難しましょう。

徒歩での避難を！
3 7

水路には十分注意して、できるだけ高い
ところにある道路を選びましょう。

浸水した道路を通る場合
近所の一人暮らしの高齢者や病気の方が
いる場合は、声を掛け合って一緒に避難し
ましょう。

一人暮らしの高齢者などには気配りを
4 8


